
【
症
例

】
76
歳
　
女
性

【
現

病
歴

】
19

84
年

7月
（

69
歳
時
）
、
他
院
に
て
子
宮
頚
癌

st
ag

eⅢ
bで

w
ho

le
 p

el
vi

s 4
0G

y/
20
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da
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nt
er

 sp
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G
y/
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y 

+ 
低
線
量
率
腔
内
照
射

30
G

y/
2F

（
po

in
t A

）

を
行
わ
れ
、

19
89
年

8月
（

74
歳

時
）
ま
で

C
R
で

fo
llo

w
さ
れ

て
い
た
。

晩
期
有
害
事
象
は
一
時
的
な

ra
di

at
io

n 
pr

oc
tit

is
の
み
で
あ
っ
た
。

19
91
年

2月
頃
、
外
陰
の
腫
瘤
を
自
覚
し
、
生
検
に
て
外
陰
癌
、

w
el

l 
di

ff
er

en
tia

te
d 

SC
C

, v
er

ru
co

us
 ty

pe
　

T
2N

0M
0＝

st
ag

eⅡ
と
の
診
断
に
て
、

12
M

eV
電
子
線

12
G

y/
6F

/8
da

y外
照
射
行
っ
た
が
、

小
線
源
治
療
の
適
応
と
し
て
、

5月
31
日
、
当
院
紹
介
入
院
と
な
る
。

【
既

往
歴

】
25
歳
頃
　
虫
垂
炎

op
e、

白
内
障
に
て
点
眼
中

　
　
　
　
　
　
　

19
89
年
（
74
歳
時
）
よ
り
高
血
圧
症
に
て

dr
ug

内
服

国
立
札
幌
病
院
　
放
射
線
科



【
治
療

】
19

91
年

6月
、
硬

膜
外

麻
酔

下
に
て

tu
m

or
の

ex
op

hy
tic

な
部

分
を

電
気
メ
ス
で
切
除
後
、

13
7C

s針
23
本

を
外

陰
お
よ
び
膣

壁
に
刺

入
。

　
　
実
効
長
・
R
a当

量
茶

：
58
m
m
・
1.
47
m
C
i×
5本

緑
：
34
m
m
・
1.
53
m
C
i×
6本

青
：
42
m
m
・
1.
70
m
C
i×
8本

赤
：
25
m
m
・
0.
85
m
C
i×
4本

外
陰
部
の

m
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n 
tu

m
or

2.
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5c
m
＝
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.5
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2の

範
囲
に

10
.4
ｍ

C
i（
茶

5本
・
緑

2本
）
刺
入
し
た
と
し
て
、

68
G

y/
18

6.
5h

r（
0.

5m
m

 d
is

ta
nc

e）
膣
壁
の

16
本
（
緑

4本
・
青

8本
・
赤

4本
）
は

12
0h

rで
抜
去

国
立
札
幌
病
院
　
放
射
線
科



【
転
帰

】
19

92
年

4月
（

10
ヵ
月
後
）
に
は
局
所
の

ep
ith

el
iz

at
io

nが
さ
れ

て
お
り
、

19
95
年

4月
（

4年
後
・

80
歳
時
）
ま
で
無
再
発
を
確
認
。

19
97
年

1月
（

6年
後
・

82
歳
時
）
胃
癌
に
て
胃
半
切
術
施
行
。

20
00
年

1月
（

9年
後
・

85
歳
時
）
に
肺
炎
で
死
亡
。
（
全
経
過

9 
年

）
死
亡
時
ま
で
局
所
は

co
nt

ro
lさ

れ
、
合
併
症
は
な
か
っ
た
。

初
診
時

4年
後

国
立
札
幌
病
院
　
放
射
線
科
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